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肥

後

狂

句

地
獄
　
も
う
安
楽
死
さ
せ
て
呉
れ

お

ぅ
と
ど

っ
こ
い
　
ク
ラ
ッ
′
ま
で
の
逃
避
行

ホ
ホ
ー
　
孫
も
中
飛
中
覚
え
と
る

お
ぅ
と
ど

っ
こ
い
　
駅
に
も
網
の
張

っ
て
あ
る

ホ
ホ
ー
　
だ
ま
さ
れ
Ｌ
ｉ
イ
な

っ
た
妬

ま
と
め
Ｌ
げ
　
木
席
に
着
く
披
露
宴

お
っ
と
ど

ｏ
こ
い
　
金
で
心
の
釣
る
る
か
い

ま
と
め
Ｌ
げ
　
労
使
の
出
も
理
め
ら
し
た

Π
ツ

′
年

花
の
下
色
濃
き
す
み
れ
見
つ
か
り
し

春
火
やヽ
雨
に
し
め
り
し
山
の
句
庄

花
冷
え
と
云
え
だ
萬
染
の
化
に
酔
う

一
服
の
お
茶
に
な
せ
―
化
疲
れ

御
点
前
の
娘
の
イ
と
な
る
桜
‐，――

登
り
行
く
伴
に
桜
の
見
頃
か
な

水
の
面
に
小

′
―…―，
飛
び
交
う
化
■
り

ひ
ろ
ご
れ
る
展
摯
台
や
化
並
木

一
瞬
の
威
に
立
ち
す
く
む
春
の
雷

さ
ぎ
波
に
打
ち
よ
せ
ら
ね
し
落
化
か
な

化
見
宴
見
合
は
せ
戻
る
寒
さ
か
な

春
う
ら
ら
拙
は
長
Ⅲ
に
樹
に
仲
び

木
の
芽
吹
く
去
り
て
Ｌ
年
ネ
生

つ
ろ

搬
る
人
に
撮
ら
る
る
人
に
化
吹
雪

志
摩
の
海
霞
に
か
ぞ
ゆ
親
子

‐
―――，

（ご
）
（寄
）
（付
）

（祖
母
、
キ
ク
さ
ん
。
８９
歳
死
去
）

〉
上
色
見
前
原
の
荒
牧
伸

一
さ
ん
か
ら

（父
、
阿
蘇
男
さ
ん
。
５８
歳
死
去
）

▽
高
森
冬
野
の
佐
藤
文
男
さ
ん
か
ら

（祖
母
、
ア
サ
エ
さ
ん
。
８４
歳
死
去
）

▽
高
森
冬
野
の
岩
下
計
さ
ん
か
ら

（父
、
隆
幸
さ
ん
。
８１
歳
死
去
）

▽
上
色
見
中
原
の
甲
斐
ョ
キ
さ
ん
か
ら

（病
気
見
舞
い
の
返
礼
と
し
て
）

）
高
森
村
山
の
堀
田
和
ｒ
さ
ん
か
ら

（病
気
見
舞
い
の
返
礼
と
し
て
）

▼
旭
通
り
の
岩
下
ヤ
ス
エ
さ
ん
か
ら

）
松
片
社
中
か
ら
慰
霊
祭
の
舞
踊
に
対

す
る
御
化
の

一
部
を

０
そ
の
他
の
寄
付

，
１
早
部
の
川
卜
誠
喜
さ
ん
か
ら
香
典
返

し
た
し
て
草
部
補
寿
会
に
金

一
封

・
中
‐ｌｔｌ
の
佐
藤
す
て
お
さ
ん
か
ら
色
見

婦
人
会

へ
金

一
月

）
Ｌ
色
見
の
荒
牧
仲

一
さ
ん
か
ら
老
人

ク
ラ
フ
和
楽
会

。
――ｌｊ
原
公
民
館

ヘ

〉
卓
部
木
郷
の
ｌ
ｉ
石
文
雄
さ
ん
か
ら

と
人
ク
ラ
ブ

「
―１１
‐
寿
会
」

へ
金

一
封

〉
汁
留
共
有
林
管
理
組
合
か
ら
老
人
ク

ラ
ブ

「
ふ
も
と
会
」

へ
金

一
月

地
原
　
　
　
　
　
　
町
　
　
根
根

官
中
川
野
山
田
　
　
官
　
　
羽
羽

町
西
洗
下
下
上
原
倉
地
郷
付
赤
赤

宮
見
見
村
　
町
灰
社
官
木
山
田
田

の
色
色
陽
下
国
部
部
の
部
留
津
津

一
ｌｉ
上
長
尾
小
卓
単

一
草
津
矢
矢

一則
狂タ

午
午

は
ら
で

療
か
ま

診
時
時

５
月
４
日
　
東
　
　
　
医
　
院

壼
②
０
３
０
９

５
月
５
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

忠
②
０
３
７
８

５

月

Ｈ

日

　

ュエ
　

野
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院

♂

●

０
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＝

日

　

渡
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医

　

院

雪

０

１

７
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７

５
月
２５

日
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医
　
院

♂

●
０
０
２
０

俳

人  口
-3月 31日 現在――

9,418人 晏 :::1::♀ :炎

世帯数………………・2,566

転入 73  出生 16

転出 176  死亡 9

水 ぬ る む 季 節

青葉、若葉のあざやかなグリーンが目にしみる五月が訪れました。五

日が立夏。閑散としていた円んぼに再び活気が戻ってきました。代かき
をして水を張った水田。水もすっかりぬるんでいます。幾何学棋様を描
いた

｀
占ミ0南阿蘇ならでは撮れないのどかな田国民景です。

<高森写友会>

報
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わ

半

＾ヽ

浦
塚
　
南
天

二
子
石
探
訪

林
田
　
一
声

岡
本
　
琴
司

林
　
　
不
忘

馬
原
　
馬
笑

岩
下
　
友
草

田
上
黙
公
子

山
村
　
純
女

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
文
子

松
岡
　
信
子

桐
原
　
　
寿

林
　
　
久
恵

柴
田
ふ
い
子

古
庄
　
泰
子

平
田
る
り
子

岩
下
　
扶
美

山
村
ふ
み
子

森
　
　
正
六

後
藤
　
法
龍

阿
部
タ
ツ
エ

後
藤
や
よ
い

0  0

●  ●

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

▽
高
森
横
町
の
渡
辺
広
次
さ
ん
か
ら

（妻
、
サ
キ
さ
ん
。
６０
歳
死
去
）

▽
卓
部
木
郷
の
二
子
石
文
雄
さ
ん
か
ら

Ｄ

典
男
夫
雄
治
昭
士
廣

者

辰
五
誠
逸
卓
隆
憲
恵

護保

田
津
　
田
尻
村
代
藤

ぐ

除
財
片
木
野
奥
田
正

生

亡

和
山
町
町
通
原野

死

昭
村
下
下
旭
永

〃南
阿
蘇
は
ひ
と
つ
″

∧
阿
蘇
南
部
広
報
紙
統

一
キ
）
ン
ペ
ー
ン
∨

チ
次
男
計
善
勲
　
　
　
　
　
　
　
　
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

サ
廣
文
　
明
　
　
　
孝
美

一
子
昇
美
三
建
英
よ
也
美
郎
子
治
江
雄
み
司
代

…

　

・
　

Ｄ

繁
明
蘇
保
　
登
泰
照
繁
ふ
和
春
三
美
賢
智
幸
す
裕
初

懃
瀧
麟
粁
琲
鶴
婚
名

珠
い
檄
⑪
皓
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ｍ
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漱
⑩
瓢
帥
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河
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白
蝶
の
リ
ボ
ン
の
如
く
莱
の
花
に

得
意
気
に
着
初
め
の
服
や
入
学
児

行
く
人
の
髪
に
と
ま
れ
り
花
吹
雪

長
閑
さ
や
蓬
摘
む
母
喜
寿
む
か
え

病
み
臥
し
て
浮
か
ぬ
日
々
な
り
花
だ
よ
り

目
に
見
え
て
春
深
み
ゆ
く
庭
の
も
の

隙
間
風
野
焼
き
の
香
り
運
び
き
て
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井
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白
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馬
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本
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チ
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卒
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春
嵐

昭
利
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岳
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訓
子

|」

4. 7

4.12

4. 14

3.29

3.26

4  1

4. 7

3.27

・(2)

(3)

(4)

・
(5)

(6)

お も な 内 容

1、  ミ
地域の足ミをみんなて守ろう
(高森線・高千́穂線総合対策川成会できる)

士 建設促進は両町一体て
(高 千穂町側と国鉄|||1題て合同会議)・

キ 11(1民 イ|'金 の 「1+例糸内f・ l」

`よ6月 30Hで受倒締切り…  …

☆ 消防操法大会ひらく………………… … ……

☆  ミ
広域消防ミスタ~|｀ …… ……・ ……………
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国鉄 高森線 高千 穂線 問題

二
子
石
官
太
郎

中
将
を
偲
ん
で

高
森
下
町
　
二
子
石
開

高
森
町
史
で
二
子
石
官
太
郎
中
将
の

伝
記
を
拝
見
し
て
、
ご
健
在
で
あ

っ
た

五
十
数
年
前
の
面
影
が
紡
律

（ほ
う
こ

う
）
と
し
て
、
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し

た
。東

京
都
世
田
谷
の
官
太
郎
中
将
邸
に
　
特
に
書
は
当
時
の
将
官
中
、
随

一
の
能
　
　
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
町
民
の
親
ぼ
く
と
　
健
康
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ

は
、
山
梨
県
の
官
弊
大
社
の
官
司
家
か
　
書
家
と
定
評
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
　
融
和
、
陸
上
部
の
底
辺
拡
大
を
ね
ら
い
　
ろ
、
大
勢
の
参
加
を
得
ま
し
た
こ
と
を

ら
御
興
入
に
な
ら
れ
た
嗜
子
夫
人
と
、　
　
す
。
中
将
と
同
期
の
陸
軍
大
学
校
生
で
　
に
、
こ
の
ほ
ど
町
内

一
川
体
力
づ
く
り
　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
自
己
の
ベ

‐
荘

馬

原

範

三

第
二
期
―
。
進
学
に
あ
る
い
は
就
職
　
に
入
る
が
、
そ
の
苦
し
み
を
ど
う
し
て

に
、
心
の
準
備
が
―
分
で
き
た
ら
、
そ
　
も
克
服
し
て
、
こ
っ
こ
っ
と
乗
り
越
え

れ
に
向
っ
て
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
驀
逆
す
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

べ
き
で
あ
る
。
わ
き
日
も
振
ら
ず
に
…
　
　
◇
高
校
進
学
に
つ
い
て

次
い
で
、　
い
よ
い
よ
人
生
の
第
二
期
　
　
目
標
の
高
校
に
入
学
が
で
き
る
と
、

国
鉄
高
森
線

。
高
千
穂
線
総
合
対
策
期
成
結
成
大
会
は
四
月
三
日
畜
産
セ
ン

タ
ー
に
町
、
町
議
会
、
農
協
、
商
工
会
、
婦
人
会
、
青
年
団
な
ど
町
内
各
種
団

体
の
代
表
約
二
百
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
期
成
会
規
約
、
事
業
計
画
、予
算
、

役
員
な
ど
を
新
た
に
決
め
、
今
後
高
森
駅
の
貨
物
取
り
扱
い
存
置
と
と
も
に
、

国
鉄
高
森
線
廃
止
反
対
、
高
千
穂
線
延
長
工
事
促
進
の
運
動
を
町
ぐ
る
み
で
展

開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

案
、
予
算
を
承
認
し
た

あ
と
、
会
長
に
岩
下
町

長
を
選
任
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
町
議
会
国

鉄
高
森
線

。
高
千
穂
線

総
合
対
策
特
別
委
員
会

の
津
留
今
朝
寿
副
委
員

長
が
　
０
高
森
駅
貨
物
取
り
扱
い
廃
止

反
対
　
②
高
森
線
廃
止
反
対
　
②
国
鉄

高
森
―
高
千
穂
間
建
設
工
事
の
早
期
完

成
促
進
　
０
高
森
線
の
利
用
促
進
な
ど

期
成
会
の
総
力
を
結
集
し
て
、
こ
れ
ら

町
勢
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
を

期
す
た
め
に
は
、
輸
送
基
盤
と
し
て

の
鉄
道
輸
送
の
整
備
拡
充
が
不
可
決

の
要
件
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
国

鉄
高
森
線
お
よ
び
目
下
す
す
め
ら
れ

て
い
る
高
千
穂

線
の
建

設
は
、
熊

本

。
宮
崎
両
県
横
断
短
絡
路
線
と
し

て
、
産
業
、
経
済
、
文
化
の
振
興
面

か
ら
も
地
域
に
与
え
る
効
果
は
、
は

か
り
し

れ
な
い
重
要
な
路

線
で
あ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
国
鉄
合
理
化
の

一
環
と
し
て
、
国
鉄
高
森
駅
の
貨
物

取
り
扱
い
を
廃
上
し
、
国
鉄
大
津
駅

へ
の
集
約
を
本
年
九
月

一
日
か
ら
実

施
す
る
こ
と
の
発
表
、
さ
ら
に
は
、

国
鉄
再
建
の
名
の
も
と
に
立
案
さ
れ

た

「
日
本
国
有
鉄
道
経
営
再
建
促
進

の
実
現
に
ま
い
進
す
る
旨
の
決
議
文
を

読
み
―．
げ
、
全
員

一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。今

後
同
期
成
会
で
は
、
日
標
達
成
の

た
め
関
係
諸
機
関

へ
の
陳
情
、
県
選
出

国
会
議
員

へ
の
協
力
要
請
を
行
う
と
同

時
に
、
町
民
大
会
の
開
催

（
五
月
十
六

日
）
や
え
吉
、
千
ラ
ン
な
ど
に
よ
る
住

民
意
識
の
高
掲
、
さ
ら
に
は
阿
蘇
南
部

町
村

一
体
の
■
動
を
展
開
す
る
な
ど
廃

―１１
反
対
の
た
め
の
盛
り
Ｌ
り
を
つ
く
る

こ
と
に
し
て
ｔ
ま
す
。

特
別
柑
置
法
案
」
に
よ
り
、
国
鉄
高

森
線
そ
の
も
の
の
イーー
続
な
ら
び
に
国

鉄
高
千
聴
線
の
性
設
に
つ
い
て
の
実

現
は
、
き
わ
め
て
憂
慮
さ
れ
る
事
態

に
立
ち
至

っ
た
。

よ

，
て
我
々
は
、
当
期
成
会
の
総

力
を
結
集
し
て

一
致
―ヽ１‐
結
の
も
と
に

一
、
国
鉄
高
森
駅
貨
物
取
扱
廃
止
反

‐ふ
一
、
国
鉄
高
森
線
咤
――‐
反
対

一
、
国
鉄
高
千
穂
線
（高
森
―
高
千
穂

問
）
建
設
●
Ｉ
の
早
期
完
成
促
准
三

一
、
国
鉄
高
森
線
の
利
用
促
推
一　
　
・・・，

こ
れ
ら
の
実
現
に
ま
い
進
す
る
ｃ　
ヽ

以
Ｌ
決
議
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
イ

昭
和
／１‥
１
／‐１
年
四
月
‥
日
　
　
　
・・．．

国
鉄
高
森
線
高
千
穂
線
　
　
　
一

総
合
対
策
ｌｌｌｌ
成
会
結
成
大
会

，

本
格
的
な
存
続
運
動

ヘ

総
合
対
策
期
成
大
会
開
く

国
鉄
高
森
線

。
高
森
駅
の
貨
物
取
り

扱
い
は
、
す
で
に
熊
鉄
管
理
局
側
に
よ

っ
て
、
今
年
の
九
月

一
日
を
メ
ド
に
廃

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
原
稿
で
編
集
す
る
ペ
ー
ジ
で

す
。
身
近
か
な
話
題
や
、
で
き
ご
と
、

提
言
な
ど
を
お
待
ち
し
ま
す
。
原
稿
の

あ
て
先
は
役
場
総
務
課
広
報
係
。
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
紙
上
だ
け
匿
名
扱
い
で
き
ま
す
。

ま
た

「
わ
が
家
の
王
様
」
に
登
場
さ

せ
た
い
方
な
ど
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

三
男
三
女
な
ど
が
お
住
い
に
な
ら
れ
、

た
び
た
び
お
伺
い
し
て
も
、
最
も
す
ば

ら
し
い
ご
家
庭
の
よ
う
に
見
受
け
ま
し

た
。

「
父
母
二
孝

二
兄
弟

二
友
二
夫
婦

相
和
シ
明
友
相
信
ジ
」
の
教
育
勅
語
は

同
家
の
金
科
玉
條
で
も
あ
り
ま
し
た
。

官
太
郎
中
将
は
趣
味
が
広
く
、　
一
家

団
ら
ん
の
な
か
で
練
習
さ
れ
た
謡
曲
、

俳
旬
、　
書
道
な
ど
、　
い
ず
れ
も

蘊
奥

（う
ん
お
う
）
の
域
に
達
し
て
お
ら
れ
、

止
が
予
定
さ
れ
て
お
―＞
、
ま
た

下
万
で

は
、
政
府
が
国
会
に
提
出
し
て
い
る
日

本
国
有
鉄
■
一“
＝
再
生
促
進
特
別
―――
置

法
案

（国
鉄
画
建
法
案
）
が
成
立
す
る

と
、
地
元

と
の
協
議

が
幣
わ

な
く
て

も
、
協
議
開
始
二
年
後
に
は

″
見
切
り

発
■
″
と
な
り
、
．（
ス
転
換
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
高

千
穂
―
高
森
問
を
結
ぶ
圧
―
チ１１
年
度
の

高
千
穂
線

建
設
Ｉ

Ｉ
費
は
ま

だ
凍
結

中
。
全
長
二
―
―
キ

‐・
の
う
ち
工
事
の
終

わ

っ
て
い
な
い
約
Ｆ
Ｌ
キ
ロ
を
成
し
た
ま

ま
シ
リ
切
れ
に
な
る
情
勢
に
な

っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
町
、
町
議

会
、
農
脇
、
山
―‐
会
代
表
が
計
頭
を
取

っ
て
、
同
結
成
大
会
が
――１１
か
れ
た
わ
け

で
す
。

大
会
で
は
、
発
起
人
を
代
表
し
て
甲

斐
町
議
長
が

「
町
民

一
体
と
な

っ
て
存

置
運
動
に

あ
た
り
た

い
」
と
あ

い
さ

つ
、
次
い
で
山
村
町
副
議
長
を
大
会
議

長
に
選
出
し
て
、
暁
約
案
、
事
業
計
画

大
将
に
累
進
さ
れ
た
方
は
梨
本
宮
た
だ

お

一
人
で
、
中
将
と
は
た
い
へ
ん
ご
懇

意
で
し
た
。

ご
夫
婦
と
も
よ
く
人
の
世
話
が
行
き

届
き
、
終
戦
当
時
の
阿
南
陸
相
夫
婦
の

媒
的
を
初
め
、
後
輩
の
面
倒
を
見
ら
れ

た
こ
と
な
ど
、
後
に
死
去
さ
れ
た
際
の

会
葬
者
の
顔
ぶ
れ
で
も
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
霊
前
に
は
官
中
か
ら
の
ご
下
賜
品

が
供
え
ら
れ
、
総
理
大
臣
東
條
英
機
大

将
や
知
名
の
文
武
官
、
政
界
、
実
業
界

一
般
会
葬
者
な
ど
盛
大
な
儀
式
だ
っ
た

こ
と
を
思
い
起
し
ま
す
。

出
生
地
の
大
字
矢
津
田
吉
尾
野
に
は

ご
夫
婦
の
菓
地
が
あ
り
、
縁
故
者
の
二

子
石
彰
人
氏
の
手
厚
い
供
養
で
、
安
ら

か
に
眠
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

体
力
づ
く
り
駅
伝

の
ご
協
力
に
感
謝

町
体
協
陸
上
部

一
同

通
学
、
寮
生
活
、
下
宿
を
選
択
、
こ
の

三
か
年
間
は
義
務
教
育
期
間
に
は
考
え

て
も
見
な
か
っ
た
い
ろ
ん
な
片
労
が
次

か
ら
次

へ
と
起

っ
て
く
る
。

し
か
し
、
こ
の
三
か
年
間
は
人
生
の

だ
い
た
い
の
目
安
が
決
ま
る
市
要
な
時

期
で
あ
る
。
私
は
こ
の
時
期
に
は
勉
学

と
同
時
に
、
何
ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ
を
や

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
。
こ
の
二

つ
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
な
か
な
か

一
国
鉄
高
森
線

。
高
千
穂
線

，
　

総
合
対
策
期
成
会
結
成
大
会
の
決
議
文

総

対
策
期
成

結
成
大

の

0  ●

車
部

へ
来
て
二
年
。
ち

ょ
う
ど
二
歳
の
誕
生
目
を

迎
え
た
ば
か
り
で
す
。
男

の
子
に
し
て
は
お
し
ゃ
ま

草
部
社
倉
　
緒
方
紳

一
郎
ち
ゃ
ん

難
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
私
は
選
手

（特
別
な
人
）
に
な
れ
と
い
う
の
で
は

な
い
。
た
く
ま
し
い
人
生
を
後
年
こ
れ

か
ら
送
る
に
は
、
頑
健
な
体
力
と
気
力

が
い
る
か
ら
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
こ
の
時
期
に
人
間
の
基

礎

づ

く

り
に
努
力
し
た
い
も
の
で
あ

フバ
。

米
　
黎
　
米

索
　
黎
　
＊

な
と
こ
ろ
あ
る
ん
だ
そ
う
で
し
ゅ
ｃ

朝
の
第

一
声
は

「
パ
パ
ご
は
ん
よ
」

パ
パ
の
出
勤
時
間
が
く
る
と
、
■
の

カ
ギ
と
メ
ガ
ィ
、
腕
時
計
を
持

っ
て

来
て
、
若
替
え
を
し
て
い
る
パ
パ
の

川
り
を
た
り
回
り
、

「
い
っ
い

っ
し

や
い
」
と
送
り
ま
し
ゅ
。

最
近
は
自
分
の
存
在
が
少
し
で
も

忘
れ
ら
れ
よ
う
と
す
る
と
、
パ
パ
と

マ
マ
の
間
に
割
り
込
ん
だ
り
、　
ロ
ッ

フ
を
倒
し
た
り
、
そ

れ
で
も
だ
め
な
と
き

は
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ

チ
を

切

っ
た

り

し

て
、
自
己
主
張
を
や

っ
て
の
け
て
い
る
の

で
―
す
。

●●
お し ゃ ま な 人 気 者

!

|

|

|

―
‥

―

‥

■

（車
部
中

・
緒
方
浩

介
先
生
の
長
男
）

―
ス
で
力
た
で
き
る
宣
言
タ
イ
ム
の
マ

ラ
ツ
ン
は
、
健
康
維
持

へ
の
足
が
か
り

と
し
て
た
い
へ
ん
好
評
だ

っ
た
よ
う
で

す
。町

休
協
陸
Ｌ
部
で
は
、

こ
れ
を
機
会

に
部
内
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
次

期
大
会
の
内
容
を
深
め
、
町
民
の
体
力

づ
く
り
に
少
し
で
も
役
立
ち
た
い
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

商
店
会
や
事
業
所
、
町
の
有
志
の
方

々
を
は
じ
め
、
交
通
指
導
に
携
わ

っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
ご
さ
に
ま
し
た
。

.i:.:.:.:.:::・ :・ :・:・ :・ :・ :.:。 ::1・ II:・t,卜
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労
働
保
険
料

の
申
告

納

付

は

お

早

目

に

五
―
五
年
度
の
労
働
保
険
料
の
中
告

・
納
付
の
受
―ヽ―
け
が
、
四
月

一
日
か
い

五
月
に
五
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主

の
方
は
、
お
‐―‐
＝
に
済
ま
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
べ
′
年
は
労
災
保
険
料
率
が

引
き
Ｌ
げ
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
保
険
料

の

計

算

の
際
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
ヽ
こ
と
は
、
最
寄
り
の
労
働

水
準
監
膏
署
か
、
熊
木
労
働
基
準
局
、

熊
木
県
Ｆ
用
保
険
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ

３０
歳
以
上
の
女
性

対
象
に
婦
人
検
診

町
で
は
今
年
も
県
対
ガ
ン
協
会
の
協

力
を
受
け
て
、
婦
人

（子
官
ガ
ン
）
検

診
を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。
対
象
は

三
十
歳
以
上
の
女
性
で
、
好
娠
中
で
な

け
れ
ば
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

検
診
料
は
千
五
百
円
で
す
が
半
額
の
七

百
五
十
円
を
ご
負
担
く
だ
さ
い

（残
り

は
町
負
担
）
。

∧
検
診
日
程
∨
▽
五
月
六
日
　
農
協
上

色
見
支
所

（Ｆ
二
時
半
２
十
三
時
）
農

協
色
見
支
所

（Ｆ
三
時
ニ
ト
分
２
十
四

時
）
▽
五
月
七
日
　
農
協
草
部
北
部
支

所

（十
三
時
―
十
四
時
）
▽
五
月
八
日

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

（同
）
▽
五
月
九

日
　
林
業
セ
ン
タ
ー

（同
）
▽
五
月
十

二
日
　
農
協
河
原
支
所

（同
）
▽
五
月

十
三
日
　
町
民
セ
ン
タ
ー

（同
）
▽
五

月
十
四
日
　
町
民
セ
ン
タ
ー

（同
）

防
犯
標
語
と
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

こ
と
し
も
十
月
十

一
日
か
ら
二
十
日

ま
で
の
十
日
間
、
全
国
防
犯
運
動
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で
県
警
本
部

と
県
防
犯
協
会
で
は
、
こ
の
運
動
の
一

環
と
し
て
、
全
国
防
犯
運
動
標
語
お
よ

び
防
犯
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
次
の
要
領

で
公
募
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
内
容
　
①

「侵
入
盗
の
防
止
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
標
語
②

「防
犯
」
を

象
徴
す
る
標
章

（
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
）

〉
募
集
期
間
　
五
月

一
日
か
ら
五
月
三

十

一
日

（当
日
消
印
有
効
）

存
続
か
、
廃
止
か
で

揺
れ
て
い
る
国
鉄
高
千

穂
線
延
長
工
事
の
建
設

促
進
を
高
千
穂
町
側
と

共
同
で
進
め
る
た
め
、

町
議
会
高
森
線

。
高
千

穂
線
総
合
対
策
特
別
委

員
会
は
、
高
千
穂
町
議

会
の
同
委
員
会
と
四
月

十
八
日
高
千
穂
町
役
場

で
合
同
会
議
を
開
き
、

今
後
、
建
設
促
進
の
陳

情
な
ど
協
力
し
合
う
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

同
日
は
両

町

の
議

長
、
助
役
、
特
別
委
員

▽
応
募
資
格
　
一
般
お
よ
び
児
童

・
生

徒
で
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法
　
普
通
は
が
き
に
一
標
語

（自
作
、
未
発
表
の
も
の
）
、
枚
数
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
ｃ
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
は
、
大
学
ノ
ー
ト
大
以
下
の
厚
紙
に

一
マ
ー
ク

（自
作
、
未
発
表
の
も
の
）

を
書
い
て
、
折
り
曲
げ
な
い
よ
う
に
郵

送

し

て

く
だ
さ
い
。
枚
数
は
制
限
な

し
。
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
年

齢
、
職
業

（学
校
）
、
学
年
を
応
募
用

紙
ご
と
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
ｃ

▽
送
り
先
　
熊
本
市
水
前
寺
６
の
１８
の

１
、
熊
本
県
警
察
本
部
防
犯
少
年
課

入
選
作
品
に
は
表
彰
楯
、
賞
金
（品
）

が
贈
ら
れ
ま
す
。

重
度
身
障
者
に

ハ
ガ
キ
を
贈
呈

郵
使
局
で
は
身
体
障
害
者
福
ネ‐‐‥
強
調

運
動
に
ち
な
み
、
重
度
の
身
体
障
害
者

に
郵
便
は
が
き
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

お
り
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方

は
、
お
近
く
の
郵
便
局
で
身
体
障
害
者

手
帳
を
示
し
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

代
理
人
、
ま
た
は
郵
使
に
よ
る
中
し
出

も
受
け
付
け
ま
す
。

∧
条
件
∨
０
身
体
障
害
者
で
、
障
害

の
程
度
が

一
級
ま
た
は
二
級
の
人
②
本

年
四
月

一
日
現
在
で
満

一
歳
以
上
の
人

受
け
付
け
期
間
は
五
月
二
十

一
日
ま

で
で
す
。

小
児
マ
ヒ
予
防
に

生
ワ
ク
の
投
与
を

町
で
は
小
児
マ
ヒ
予
防
に
生
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
。
対
象
者
は
だ
―

一
年
六
月

一

Ｈ
か
ら
五
１
７１
年

一
月

．
―

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
で
す
。

会
場
で
は
１１１１
診
票
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
と
印
か
ん
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
当
日
は
子
供
さ
ん
の
体
温
を
必
ず
計

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

∧
日
程
∨

〉
五
月
二
―
七
日
　
林
業
セ
ン
タ
ー

出
水
事
故
で
工
事
が
ス
ト
ン
プ
し
て
い

る
が
、
全
町
民
が
廃
上
に
は
反
対
し
て

い
る
。
期
成
会
を
組
織
し
て
こ
れ
を
阻

止
、
両
町
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
質
疑
応
答
に
移
り
、
高
千
穂

町
の
委
員
か
ら
は
、
高
森
ト
ン
ネ
ル
の

出
水
処
理
の
現
状
と
見
通
し
、
本
町
側

か
ら
は
延
長
線
の
宮
崎
県
側
の
工
事
の

進
展
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
ま
し
た

が
、
ト
ン
不
ル
内
の
出
水
と
い
う
問
題

を
抱
え
て
い
る
本
町
と
は
取
り
組
み
方

に
徴
妙
な
違
い
の
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

ま
た
、
本
町
委
員
か
い
、
高
千
穂
町

は
第
ニ
セ
ク
タ
ー
案
に
賛
成
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
河
内
ま
で
の
部
分
営

（午
後

一
時
か
ら
二
時
）

▽
五
月
二
―
八
日
　
町
民
セ
ン
タ
ー

（午
後

一
時
半
か
ら
二
時
）

▽
五
月
二
―
九
日
　
車
部
集
落
セ
ン

タ
ー

（午
後

一
時
半
か
ら
二
時
）

パ
ン
ダ
観
覧
は

ハ

ガ

キ

で
予

約

を

福
岡
市
動
物
園

福
岡
市
動
物
園
に
バ
ン
ダ
が
や

っ
て

き
ま
し
た
。
同
動
物
園
で
は
期
間
中
の

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
次
の
要
領
で
予

約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
観
覧
期
間
　
五
月
末
日
ま
で
。
毎
週

月
曜
日
は
休
園

（た
だ
し
五
月
五
日
は

開
園
、
翌
六
日
が
休
み
）

◇
観
覧
期
間
　
五
月
末
日
ま
で
。
毎
週

月
曜
日
は
休
園

（た
だ
し
五
月
五
日
は

開
園
、
翌
六
日
が
休
み
）

◇
予
約
申
し
込
み
が
必
要
な
目
　
０
個

人
入
園
者
は
日
曜
日
、
祝
日
と
パ
ン
グ

観
覧
終
了
前
五
日
間
　
②
団
体
入
園
者

（三
十
人
以
上
）
は
全
期
間
。

◇
申
し
込
み
受
付
　
五

月

十

七
日
ま

で
。
希
望
日
の
二
週
間
前
に
到
着
し
た

も
の
ま
で
受
付
。
希
堅
日
が
入
園
制
限

を
超
え
た
と
き
は
先
着
順
。

※
お
申
し
込
み
は
往
復

ハ
ガ
キ
で

一

家
族
、
ま
た
は

一
団
体
ご
と
に
、
一０
八

一
〇
福
岡
中
央
郵
便
局
留
置
　
福
岡
市

役
所

「
バ
ン
グ
受
付
係
」

へ

期
間
中
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、　
マ
イ
カ
ー
の
利
用
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

業
を
日
指
し
て
い
る
の
か
、
の
質
‐――‐
も

あ
り
、　
こ
れ
に

つ
い
て
高
千
穂
町

は

「
将
来
は
と
も
か
く
、
現
在
で
は
国
の

力
で
建
設
を
進
め
る
べ
き
だ
。
路
線
白

体
が
問
わ
れ
て
お
り
部
分
営
業
は
あ
り

得
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

赤
字

ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止
が
取
り
ざ

た
さ
れ
て

以
来
、　
両
町
は
じ
め

高
森

線
、
高
千
穂
線
の
沿
線
町
村
は
大
き
な

危
機
感
を
抱
い
て
い
る
だ
け
に
、
建
設

を
進
め
る
た
め
両
町
が
中
心
と
な

っ
て

合
同
陳
情
な
ど
に
ヽ
た
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

Snxlkiri Clcan
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３
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ー

会
委
員
、関
係
課
長
ら
二
十
人
が
出
席
。

ま
ず
高
千
穂
町
の
押
方
重
晴
議
長
、
後

藤
貴
助
役
が

「
延
長
線
は
熊
本
ま
で
結

ば
な
い
と
意
味
が
な
い
。
国
鉄
の
赤
字

対
策
だ
け
で
ロ
ー
カ
ル
線
を
廃
――．
す
る

こ
と
に
は
断
日
反
対
す
る
。
連
絡
を
取

っ
て
反
対
運
動
を
進
め
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。

本
町
側
か
ら
も
甲
斐

一
誠
議
長
、
瀬

井
浪
夫
助
役
が

「
今
年
三
月
に
特
別
委

員
会
が
発
足
し
た
。
高
森
ト
ン
ネ
ル
は

高
千
穂
線
の
延
長
工
事

舗
靱
バ

陳

情

な

ど

決

め

る

体
で

●
■日
―
―
―

(3) 第 240号

国
鉄
高
森
駅
の
貨
物
取
り
扱
い
廃
――‥

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
政
府
が
国
会
に

国
鉄
経
営
再
建
促
進
特
別
法
案
を
提
出

し
た
こ
と
で
、
に
わ
か
に
高
森
線
そ
の

も
の
の
存
置
が
心
配
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
再
建
法
案
が
成
立
す
る
と
、

県
下
で
は
輸
送
密
度
が

一
日
二
千
人
以

下
の
高
森
線
、
宮
原
線

（肥
後
小
国
―

性
後
森
）
、
山
野
線

（水
俣
―
大
日
）

の
ロ
ー
カ

ル
三
線

が
対
象
と

な
り
ま

す
。一

日
の
平
均
輸
送
人
員
が
、　
一
キ
ロ当

た
り
高
森
線
で
千
九
十
七
人
、
官
原
線

で
百
六
卜
八
人
、
山
野
線

で
千
二
人

（
い
ず
れ
も
五
十
三
年
度
統
計
）
。

こ
の
三
線
の
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、

「
国
と
地
元
の
話
し
合
い
が
二
年

間
た
っ
て
も
つ
か
な
い
場
合
は
、
廃
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
の
が
法

案
の
ね
ら
い
で
す
。

私
た
ち
の
高
森
線
の
場
合
、
先
輩
た

ち
が
悲
願
を
か
け
て
、
昭
和
三
年
に
立

野
―
高
森
間
を
開
通
。
高
千
穂
ま
で
の

満
願
成
就
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
厳
し

い
紆

（う
）
余
曲
折
は
あ
り
ま
す
が
、

な
ん
と
し
て
も
開
通
し
な
け
れ
ば
、
南

阿
蘇
の
開

発
と
発
展

は
あ
り

え
ま
せ

廃
止
か
存
続
か
、
断
頭
台
に
立
た
さ

れ
た
高
森
線
を
救
う
の
は
、
私
た
ち
地

域
住
民
が

″主
役
″
で
す
。
危
機
に
立

た
さ
れ
た
と
き
ほ
ど
、
前
進
の
手
が
か

り
は
で
き
る
も
の
で
す
。

ま
ず
、
廃
止
反
対
運
動
へ
の
参
加
と

し
て
、
私

た
ち

住
民
に
で
き

る
こ
と

は
、
高
森
線
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。　
一

人
で
も
多
く
利
用
し
て
、　
一
日
二
千
人

以
上
の
輸
送
線
と
し
て

「対
象
外
」
に

持
ち
込
む
こ
と
が
先
決
で
す
。

三
月
町
議
会
で

特
別
委
を
設
置

町
議
会
は
、
さ
き
の
二
月
定
例
会
で

高
森
駅
の
貨
物
取
り
扱
い
存
続
と
と
も

に
、
国
鉄
高
森
線
廃
止
反
対
、
高
千
穂

線
延
長
工
事
促
進
に
関
し
た
意
見
書
、

陳
情
書
な
ど
を
決
議
し
た
ほ
か
、
町
議

会
内
に
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る

「国

鉄
高
森
線

。
高
千
穂
線
総
合
対
策
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
の
構
成
は
六
人
で
、
委
員

長
は
池
田
富
平
議
員
。
こ
れ
ま
で
に
高

千
穂
町
議
会
国
鉄
高
千
穂
線
建
設
特
別

委
員
会
と
の
協
議
を
は
じ
め
、
県
議
会

交
通
通
信
対
策
特
別
委
員
会

へ
の
陳
情

県
選
出
国
会
議
員
、
関
係
省
庁

へ
の
陳

情
な
ど
を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。

同
委
員
会
の
委
員
は
次
の
通
り
。

〉
委
員
長
、
池
田
富
平
▽
副
委
員
長

津
留
今
朝
寿
〉
委
員
　
阿
南
元
光
、
草

村
照
、
本
田
国
男
、
野
尻
捨
喜

断
頭
台
に
立
つ
高
森
線

存
続

へ
積
極
的
な
乗
車
を

ん
に、 ~‐

~~
_ト

√
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国
民
年
金
の

「
特
例
納
付
」
は
、
受
付
期
限
の

「
六
月

三
十
日
」
ま
で
あ
と
ニ
カ
月
余
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制

度
は
、
国
民
年
金
の
強
制
加
入
対
象
者
で
あ
り
な
が
ら
、

保
険
料
を
払
い
忘
れ
た
り
納
入
で
き
な
く
て
時
効
と
な

っ

て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
年
金
の

“落
ち
こ
ぼ
れ
″
と
で
も
い

う
べ
き
無
年
金
者
の
救
済
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
措

置
で
、
五
十
三
年
七
月

一
日
か
ら
二
年
間
の
受
付
期
限
つ

き
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町
で
は
再
三
に
わ

た
っ
て
各
地
で
特
例
納
付
の
説
明
会
を
開
い
て
き
ま
し
た

が
、
納
付
を
済
ま
せ
て
い
る
人
は
対
象
者
の
わ
ず
か
一
〇

ギ
弱
で
す
。
そ
こ
で
、

「
特
例
納
付
」
に
つ
い
て
対
象
者

納
付
額
、
納
付
方
法
な
ど
改
め
て
解
説
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
対
象
と
な
る
人
は
今
回
が
最
後
の
機
会
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
六
月
三
十
日
よ
り
前
に
、
で
き
る
だ
け
早

く
納
付
を
済
ま

核
家
族
化
、
物
価
高
、
住
宅
難
、
病

気
な
ど
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
た
く

さ
ん
の
不
安
が
渦
巻
い
て
お
り
、

「
あ

な
た
の
と
後
は
大
丈
夫
で
す
か
」
と
聞

か
れ
て
も
確
信
あ
る
返
事
の
で
き
る
人

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ｃ

と
く
に
収
人
に
対
す
る
老
後
不
安
は

深
刻
で
す
。
そ
こ
で
老
後
に
安
定
し
た

収
入
を
確
保
す
る
た
め
、
年
金
が
大
い

に
注
目
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
年
金

を
受
綸
す
る
た
め
に
は

一
定
の
条
件
を

満
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年

金
の
と
齢
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳

（正
確
に
は
六
十
歳
の
誕
生
日
の
前

月
）
ま
で
の
間
に
二
―
五
年
以
上
保
険

料
を
納
め
た
日
本
人
と
な

っ
て
い
ま
す
．

と
こ
ろ
が
国
民
年
金
は
昭
和

一
―
六

年
四
月

一
日
に
発
足
し
、
ま
だ
歴
史
が

浅
い
た
め
、
昭
和
五
年
四
月

一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
は
六
―
歳
ま
で
に
二
十

五
年
の
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
不

可
能
で
す
。
そ
れ
で
原
則
の
期
間
が
な

く
て
も
、
年
齢
に
よ
っ
て
年
金
が
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
資
格
期
間
短
縮

の
優
遇
措
置
∧
別
表
∨
を
設
け
て
い
ま

す
。

し

　

一一

Ｃ

　

一̈

）
　

一一

ら
え
な
い
人
が
多
数

い
ま
す
。
そ
こ
で
そ

れ
ま
で
の
未
納
付
の

保
険
料
を
ま
と
め
て

納
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
無
年
金
者
を
救

済
し
ょ
う
、
と
い
う
の
が
今
回
の

「
特

例
納
付
」
で
、
こ
れ
が
最
後
の
子
―
ン

ス
で
す
。

特
例
納
付
の
対
象
と
な
る
期
間
は
、

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

納
付
で
穴
埋
め
を
し
年
金
権
を
獲
得
す

る
わ
け
で
す
が
、
永
い
人
生
の
う
ち
に

は
転
職
し
、
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
は

各
種
の
年
金
を
渡
り
歩
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
な
ら
二
十
年
、
国
民
年
金
な
ら
二

十
五
年
か
け
な
い
と
年
金
が
も
ら
え
な

い
と
い
う
の
が
原
則

で
す
が
、
こ
れ
で
は

″
落
ち
こ
ば
れ
″
が

大
勢
で
で
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
各
種
の

年
金
を
渡
り
歩
い
た

人
で
も
、　
一
年
以
上

の
加
入
期
間
が
あ
れ
ば
、
そ
の
加
入
期

間
を
通
算
し
て
二
十
年
と
か
二
十
五
年

と
い
う
よ
う
に

一
定
の
年
数
以
上
に
な

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
か
ら
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
通

算
制
度
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
特
例
納
付

の
場
合
は
各
種
年
金
の
通
算
に

「
カ
ラ

期
間
」
も
加
え
て
よ
い
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

「
カ
ラ
期
間
」
と
は
、　
一
口

で
い
え
ば
国
民
年
金
に
１１
意
加
入
で
き

る
の
に
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
の
こ
と

で
、
代
表
的
な
例
と
し
て
は
人
が
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
る
期
間
の
妻
の
立

場
で
す
。

こ
れ
ら
の
合
計
年
数
が
∧
別
表
∨
の

最
低
期
間
に
■
す
る
か
ど
う
か
を
点
検

し
、
不
足
分
に
つ
い
て
特
例
納
付
を
す

る
わ
け
で
す
。
た
と
え

一
カ
月
不
足
し

て
も
年
金
受
給
の
資
格
を
得
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
あ
や
ふ
や
な

場
合
や
、
疑
問
点
の
あ
る
と
き
は
速
や

か
に
役
場
の
国
民
年
金
窓
日
で
相
談
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

「
特
例
納
付
」
に
つ
い
て
は

様

々
な
救
済
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
知

ら
な
い
と
大
変
損
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ヽ
一Ｆ

ノ
一

が
最
後

の
機
会

該
当
者
は
早
目
に
手
続
き
を

本
来
な
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
応
じ

た
加
入
期
間
を
満
た
す
た
め
、
毎
月
イ‐り‐

月
、
長
期
に
わ
た

っ
て
保
険
料
を
払
い

込
み
、
年
金
の
支
給
を
受
け
る
の
が
ス

ジ
で
す
が
、
な
か
に
は
初
め
か
ら
加
入

し
て
い
な
か

っ
た
り
、
途
中
で
滞
納
し

た
り
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
年
金
を
も

い
人
が

「
今
ま
で
加
入

し

な
か

っ
た

り
」
あ
る
い
は

「
保
険
料
を
滞
納
し
た

り
し
た
期
間
」
で
す
。
納
め
ら
れ
る
期

限
は
今
年
の
六
月
二
―
＝
ま
で
の
あ
と

二
ヵ
月
間
。
納
め
る
保
険
料
は

一
ヵ
月

当
た
り
四
千
円
で
す
。

米
納
期
間
の
あ
る
人
は
今
回
の
特
例

高
森
Ｌ
町
　

山

村

口
／
ド
ン
は
静
か
で
大
き
な
街
で

あ
る
。
歴
史
を
語
り
か
け
て
く
る
よ

う
な
占
い
建
物
と
街
の
中
心
に
あ
る

し
く
つ
も
の
大
き
な
公
田
が
、
そ
の

様
と
貴
品
の
あ
る
落
ち
若
き
で
、　
こ

の
街
が
肛
界
の
大
都
市
で
あ
る
こ
と

を
つ
い
忘
れ
さ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
育

っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
は
、
独
特
の

ュ
ー
モ
ア
を
持
つ
た
親
切
で
お
と
な

し
い
国
民
で
、
私
た
ち
外
国
人
を
平

等
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。

そ
れ
に
加
え
、
日
常
生
活
の
物
価

も
安
く
、
私
に
と

っ
て
は
た
い
へ
ん

住
み
心
地
の
良
い
場
所
で
あ

っ
た
。

そ
の
た
め
か
、
約
五
年
も
の
間

ロ

ン
ド
ン
に
い
て
、
自
分
が
外
国
人
で

あ
る
と
い
う
気
は
あ
ま
り
し
な
か

っ

た
し
、
私
自
身
が
ま
る
で
イ
ギ
リ
ス

人
で
あ
る
か
の
ご
と
く
、
白
山
な
気

持
ち
で
振
る
舞
う
こ
と
も
で
き
た
の

だ

っ
た
。
だ
が
初
め
の
こ
ろ
は
、
英

会
話
が
全
く
で
き
な
か

っ
た
の
で
、

一
人
で
た
い
へ
ん
心
細
い
思
い
を
し

た
こ
と
も
多
か

っ
た
。

し
か
し
、
英
会
話
が
少
し
づ
つ
分

る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、

そ
の
心
細
い
思
い
も
自
然

と
消
え
去

っ
て
し
ま

っ
て

い
た
。

英
語
と
い
う
も
の
が
だ
い

た
い
分

っ
て
く
る
よ
う
に

首
〓
巾
　
な
る
ま
で
に
は
、
多
少
の

個
人
差
も
あ
る
が
、
私
の

経
験
か
ら
い
う
と
約
二
年
位
か
か
る

そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
日
常
生
活
に

お
い
て
は
相
手
の
言
う
こ
と
が
、
ほ

と
ん
ど
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
し

日
本
人
に
難
し
い
発
音
も
、
主
だ

っ

た
も
の
は
だ
い
た
い
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
に

一
応
英
語

ら
し
い
形
が
形

成
さ
れ
て
く
る
。

も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
は
学
校

へ

行

っ
て
勉
強
し

た
人
の
こ
と
で
、

そ
う
で
な
い
人

は
単
語
の
数
が

絶
対
的
に
少
な

く
、
文
法
や
発

青
も
で
き
な
い
の
で
、
貧
し
い
英
語

に
な

っ
て
し
ま
う
。

英
会
話
と
な
る
と
、
こ
れ
が
お
も

し
ろ
い
も
の
で
、
勉
強
量
と
は
必
ず

し
も
比
例
し
な
い
。
こ
れ
は
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
そ
の
人
の
性
格
的
な

も
の
と
、
話
す
才
能
の
有
無
だ
と
思

う
。
例
え
ば
こ
こ
に
話
し
好
き
な
ノヽ

と
、　
日
下
手
な
人
が
い
る
と
す
る
。

話
し
好
き
な
人
は
間
違
い
だ
わ
け
の

英

‐
ｉメ‐
で
も
平
気
で
話
し
を
す
る
。
そ

の
人
に
と

っ
て
は
、
話
す
と
い
う
こ

と
自
体
が
好
き
な
の
で
あ

っ
て
、
話

す
言
葉
は
日
本
ｌｉｌｌ
で
あ
ろ
う
が
、
英

ｌｉｒｉ
で
あ
ろ
う
が
、
ど
れ
だ
け
で
も
い

し
の
で
あ
る
。

一
方
、
日
下
Ｆ
な
人
は
、
元
来
、

話
す
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
し
、
お

ま
け
に
、
そ
の
人
が
小
心
で
恥
ず
か

し
が
り
や
で
あ
れ
ば
、
よ
け
い
に
問

違

っ
た
ら
恥
ず
か
し
い
と
思
い
、
そ

の
人
の
日
は
い
っ
そ
う
堅
く
開
ざ
さ

れ
て
し
ま
う
の
が
普
通
で
、
そ
う
い

う
人
は
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
英
会
話

は
，
手
に
な
ら
な
い
し
、
前
者
の
場

合
は
短
期
間
で
も
セル
く
ほ
ど
Ｌ
Ｆ
に

話
せ
る
よ
う
に
な
る
。
要
す
る
に
＝

々
の
練
習
が
肝
心
な
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
で
の
五
年
間
の
私
の
生

活
は
、
バ
イ
ト
と
学
校
で
明
け
暮
れ

た
。午
後
九
時
半
か
ら
夜
中
の
二
時
、

三
時
に
終
わ
る
バ

イ
ト
は
、
試
験
が

近
づ
く
ご
と
に
仏

を
悩
ま
せ
た
も
の
で
、
ス
イ
ト
を
し

て
い
な
い
者
が
う
ら
や
ま
し
く
て
た

ま
ら
な
か

っ
た
。
た
い
へ
ん
だ

っ
た

こ
と
、
つ
ら
か

っ
た
こ
と
も
何
度
も

あ

っ
た
が
、
い
ま
振
り
返
れ
ば
ど
れ

も
こ
れ
も
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
だ
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

一
ウ
ル
ト
ラ
ｏ
ア
イ
」
や

一
紅
白
歌
合
戦
」
の
司
会
で
お
な
じ
み

の
山
川
酢
人
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
、

「
火

の
国
旅
情
」
の
作
山
家
、
山●
代
浩

一
さ

ん
、　
歌
手
の
葵
ひ
ろ
子

さ
ん
ら

一
行

が
、
さ
る
四
月
四
日
、
ひ
よ

っ
こ
り
本

町

へ
や

っ
て
き
ま
し
た
。

三
日
、
熊
本
市
の
ホ
テ
ル
キ
ヤ
ン
ス

ル
で
催
さ
れ
た

一
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
葵

ひ
ろ
子

・
火
の
国
の
心
を
歌
う
タ
ベ
」

（熊
日
事
業
社
主
催

・
熊
本
県
観
光
連

盟
な
ど
後
援
）
の
出
演
の
あ
と
の
休
暇

を
利
用
し
て
高
森

へ
足
を
運
ん
だ
も
の

で
す
。
こ
の
日

一
行
は
、
久
木
野
村
の

俵
山
を
経
由
し
て
本
町
の
ら
く
だ
山
公

田

へ
到
着
。
こ
こ
で
合
流
し
た
地
元
有

志
ら
の
案
内
で
、
辺

り

一
帯

の
展
中

と
、
野
趣
哉
か
な
郷
ｔ
料
理
を
楽
し
み

ま
し
た
ｃ

本
町
を
初
め
て
訪
れ
た
と
い
う
山
川

ア
ナ
は
、
濃
紺
の
セ
ー
タ
ー
に
グ
レ
ー
の

ス
ラ
ッ
ク
ス
姿
ｃ
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り

す
ら
と
ス
マ
ー
ト
な
感
じ
。
み
ん
な
と

い
ろ
り
を
囲
ん
で
、地
鶏
（
に
わ
と
り
）

の
網
焼
き
を
賞
味
し
な
が
ら
、

「
こ
ん

な
う
ま
い
鶏
肉
は
初
め
て
…
」
と
ご
機

嫌
で
し
た
。
と
く
に
、
笹
身
の
サ
シ
ミ

に
予
想
外
の
食
欲
を
見
せ
、
周
り
の
人

た
ち
も
Ｈ
を
バ
チ
ク
リ
ｃ
途
中
か
ら
飛

び
入
り
し
た
今
村
久
木
野
村
長
と

″
ゲ

テ
モ
ノ
″
談
義
に
化
を
咲
か
せ
、
終
始

な
ご
や
か
な
ひ
と
と
き
で
し
た
ｃ

<3>

●

●

0
話 し好 き に

|

なるのが大切

せ
る
よ
う
に

た

い

も

の

す
。

資格期間短縮の優遇措置郷土料理を楽 しむ
●

山川さんらが来町
NHKの
人気アナ

鶏
の
網
焼
き
を
楽
し
む
山
川
さ
ん
と
葵
さ
ん

ロ

44.4.2～ 大 5.4.

5.4.2～   6.4.

6.4.2べ  ́ 7.4.

7.4.2ヽ   8.4.

8.4.2^  9.4.

9.4.2～  10.4.

10.4.2^―.  11.4.

11.4.2´ ′ヽ 124.

12.4.2^  13.4.

13.4.2´ ′ヽ 14.4.

14.4.2^―′ 15.4.

15.4.2o。 |1召 2.4.

12ユ 2～  3.4.
3.4.2^ 4.4.

4.4.2～   5.4.

|1召 46.4^―′Л召51.3

51.4⌒ン  52.3

52.4´ν  53.3

53.4～  54.3

54.4´ ンヽ  55.3

55.4^―・  56.3

56.4´V  57.3

57.4～  58.3

58.4´や  59.3

59.4´ ンヽ  60.3

60.4´ ′ヽ  61.0

61.4´-  62 3

62.4^ヽ′  63.3

63.4´や  64.3

64.4^、   65.3

60歳になる年月

1011

生 年 月 日



(5) 第 249号 広 報 た か も り 昭和55年 5月 1 日

見事な訓練ぶ り披露

消防操法大会ひらく

高
森
町
消
防
団
ポ
ン
ブ
操
法
大
会
は

四
月
十
八
日
高
森
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
の
士
気

と
消
防
活
動
の
充
実
の
た
め

一
年
お
き

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
可
搬
の
部

と
自
動
車
の
部
に
十

一
分
団
二
十
二
部

の
代
表
三
百
七
十
七
人
が
参
加
し
ま
し

た
。塚

本
副
団
長
が
総
指
揮
宣
言
を
行

っ

た
あ
と
、
午
前
九
時
半
か
ら
開
会
式
。

人
員
報
告
、
国
旗
掲
揚
、
宇
藤
団
長
の

訓
示
の
あ
と
、
日
本
消
防
協
会
か
ら
本

町
消
防
団
に
贈
ら
れ
た
竿
頭

（
か
ん
と

う
）
綬
の
伝
達
表
彰
や
町
長
あ
い
さ
つ

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
前
回
優

勝
の
第
四
分
団

一
部

（村
山
）
＝
可
搬

の
部
＝
と
機
動
分
団

（自
動
車
の
部
）

両
分
団
か
ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
、
グ

こ
と
し
か
ら
二
年
間
、
町
行
政
と
区

内
自
治
の
間
に
立
ち
、
パ
イ
プ
役
と
し

て
ご
活
躍
く
だ
さ
る
各
地
区
の
駐
在
員

さ
ん
の
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
い
ま
し

た
。今

後
、
町
か
ら
の
事
務
連
絡
、
調
査

報
告
、
そ
の
他
行
政
上
の
補
佐
な
ど
を

行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た

し
ま

す
。

四
五
　
相
馬
　
行
安

八
六
　
今
村
　
　
偲

四
四
　
津
留
　
　
明

甲
斐
　
敏
二

槍
木
野
幸
男

後
藤
　
英
範

田
上
　
誠
記

工
藤
猪
次
郎

（
○
　
山
室
　
一
幸

七
四
　
住
吉
　
欧
直

ラ
ウ
ン
ド
の
端
の
赤
旗
を
消
火
日
標
に

可
搬
の
部
か
ら
競
技
開
始
。
操
作
開
始

か
ら
器
具
収
納
ま
で
の
所
要
時
間
、
操

作
の
的
確
さ
、
全
体
の
チ
ー
ム
ヮ
ー
ク

な
ど
日
ご
ろ
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
昨
年
十

一
月
に
結
成

さ
れ
た
高
森
中
学
校
少
年
消
防
隊
四
十

六
人
も

ハ
ッ
ピ
姿
で
競
技
を
見
学
。
実

地
さ
な
が
ら
の
緊
迫
感
あ
ふ
れ
た
動
作

に
大
き
な
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
可
搬
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
は
、
二
百
点
満
点
の
う
ち
冗
ｏ
・
五

点
を
取

っ
た
第
六
分
団

一
部

（南
在
）

が
優
勝
、
ま
た
自
動
車
の
部
で
は
、
前

回
に
引
き
続
き
、
機
動
分
団
が
天
三
・
五

点
で
一
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
優
勝
し

た
両
分
団
は
、
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
郡
大
会
に
町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。
上
位
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
可
搬
の
部
　
０
第

六
分

団

一
部

（南
在
）
②
第
五
分
団

一
部

（市
街
地

区
）
０
第
四
分
団
二
部

（上
在
）

〔高
森
地
区
〕

駐
在
区
　
組
数
　
戸
数

村
山
　
　
一ハ
　
　
九
三

上
在
　
一
四
　
一
〇
四

人
神
　
　
七
　
　
八
五

上
町
　
　
九
　
　
六
七

旭
通
　
一
七
　
一
三

〇

昭
和
　
一
八
　
一
九
五

下
町
　
二
〇
　
一
九
八

横
町
　
一
五
　
一
五
八

▽
自
動
車
の
部
　
０
機
動
分
団
②
第

八
分
団

一
部

（大
字
津
＝
）
０
第

一
分

―ヽ１１

一
部

（草
部
）

新

農

業

委

員

出

そ

ろ

う

前
回
よ
り
三
人
減

ま
た
農
協
お
よ
び
議
会
推
薦
に
よ
る

新
農
業
委
員
五
人
も
、
こ
の
ほ
ど
人
選

が
決
ま
り
、
こ
れ
で
全
員
が
そ
ろ
っ
た

わ
け
で
す
。
第

一
回
の
農
業
委
員
会
は

五
月
三
十
日
に
開
か
れ
、
各
委
員
の
互

選
で
新
し
い
会
長
が
選
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
通
り
で
す
。

〉
一
般
選
挙
　
甲
斐
昌
次

（中
）
、
小

蔦

一
心

（芹
口
）
、佐
藤
磨

（草
部
）
、

甲
斐
盛
■

（下
切
）
、色
見
巌

（色
見
）

後
藤
則
保

（上
色
見
）
、
田
上
勝

（高

森
）
、
桐
原
郁
雄

（高
森
）
、
後
藤
末

義

（高
森
）
、古
良
山
欧
伴

（河
原
）
、

元
村
幸
敏

（津
留
）
、
宮
本
宗
継

（尾

下
）
、
熊
谷
和
文

（野
尻
）
▽
議
会
推

薦
　
岩
下
八
束
▽
農
協
団
体
推
薦
　
杉

永
竹
範

（高
森
）
、
佐
伯
阿
蘇
二

（上

色
見
）
、
後
藤
健
夫

（河
原
）
、
瀬
井

澄
任

（野
尻
）
。

菅
山
　
　
六

永
野
原

一
二

下
切
　
　
四

矢
津
田

一
一

中
　
　
　
四

〔野
尻
地
区
〕

津
留
①

一
〇

津
留
②
　
六

野
尻
①
　
七

野
尻
②
　
六

尾
下
①
　
八

尾
下
②
　
四

河
原
①
　
九

河
原
②
　
四

″
二
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
″

町
の
新
駐
在
員
さ
ん
決
ま
る

0
小型ポンプの操法を競う町消防団員

岩 馬 和 矢 荒 宇 林 三
下 原 田 野 牧 藤  森 氏

広 千 一 重  成 幸 名
毎 雄 敏 藤 則 康 男 喜

●

冬
野

　

五

森
　
　
一
〇

津
留
　
　
四

「色
見
地
区
〕

洗
川

。
大
村
五

中
原
　
　
八

前
原
・小
倉
原
六

一
区

西
丁

。
中
同
七

二
区

山
鳥

。
井

一
〇

上

。
戸
狩

〔草
部
地
区
〕

草
部
　
一
六
　
一

芹
口
　
一
二

/ヽ  _
一 八

五 五
三ニノ`

一
二

・
／ 、

一

一

一
〔
‐′
‐，礼

圧
Ｌ

二
九

冨
永
　
頼
秋

工
藤
　
　
連

工
藤
　
　
保

池
田
　
文
夫

二
子
石
　
昇

白 鶴 首 甲 熊 瀬 佐 野
石 林 藤 斐 谷 井 田 尻

武 寿 盛 定  盛 一 信
俊 典 輝 国 康 雄 成 之

こ
れ
か
ら
三
年
間
の
任
期
を
勤
め
て

い
た
だ
く
新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。
本
町
の
農
業
委
員
の
構
成
は

前
回
よ
り
三
人
減

っ
て
公
選
十
三
人
、

議
会
推
薦

一
人
、
農
協
団
体
の
推
薦
四

人
の
計
十
八
人
。
こ
の
う
ち
公
選
法
に

よ
る
選
出
委
員
は
、
高
森

・
色
見
地
区

が

一
人
多
い
六
人
の
立
候
補
が
あ

っ
た

た
め
、
同
投
票
区
を
選
挙
に
よ
り
、
そ

の
他
は
無
投
票
当
選
で
十
二
人
を
決
定

し
ま
し
た
。
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″広
域
消
防
″
ス
タ
ー
ト

鮨
ユ秒
認

救
急
車
二
台
を
常
備

常
備
消
防
を
め
ざ
し
、
西
原
村
を
除

く
阿
蘇
郡
十

一
カ
町
村
で
準
備
を
進
め

て
い
た
阿
蘇
広
域
消
防
組
合
が
、
い
よ

い
よ
四
月

一
日
か
ら
実
動
に
移
り
ま
し

た
。業

務
開
始
の
四
月

一
日
は
、
年
前
十

時
半
か
ら
阿
蘇
町
の
同
組
合
本
部
で
開

庁
式
が
行
わ
れ
、
新
規
採
用
の
六
十
七

人
を
含
め
た
百
三
人
の
全
職
員
を
は
じ

め
、
関
係
町
村
長
、
県
下
消
防
長
、
医

師
会
な
ど
約
二
百
人
が
出
席
。
管
理
者

の
竹
原
阿
蘇
町
長
、
岡
本
県
阿
蘇
事
務

配
備
さ
れ
た
救
急
車
と
署
員

所
長
、
今
村
県
議
、
中
山

一
の
官
警
察

署
長
、
今
村
消
防
協
会
阿
蘇
支
部
長
ら

が
祝
辞
を
述
べ
、
同
組
合
の
ス
タ
ー
ト

を
祝
い
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
部
内
十

一
町
村

（西
原

村
は
す

で
に
高
遊
原

消
防
組
合

に
加

入
）
を
管
轄
、
本
部
を
従
来
か
ら
の
中

部
消
防
署
に
置
き
、
小
国
町
と
由
水
村

に
分
署
、
蘇
陽
町
、
本
町
祭
場
、
波
野

村
の
三
カ
所
に
分
駐
所
を
設
置
し
て
消

防

・
救
急
業
務
を
行
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
格
的
な
実
動
体
制
に
入

る
の
は
、
各
分
署
、
分
駐
所
の

建
設
と
新
規
採
用
職
員
の
六
カ

月
に
わ
た
る
消
防
学
校
で
の
教

育
が
終
わ
る
十
月

一
日
か
ら
に

な
り
ま
す
。
こ
の
間
は
、
北
部

地
区

（小
国
町
、
南
小
国
町
）

は
本
署
か
ら
出
動
、
ま
た
南
部

地
区

（高
森
町
、蘇
陽
町
、白
水

村
、
長
陽
村
）
に
は
、
白
水
村

の
南
部
仮
設
分
署
か
ら
出
動
し

ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
救
急
草

な
ど
の
要
請
を
さ
れ
る
と
き
は
、

従
来
通
り
１
１
９

（役
場
）
を

グ
イ
ヤ
ル
さ
れ
る
か
、
直
接
、

仮
設
分
署

（壼
②
９
７
６
８
）

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

宮

崎

利

治

氏

「
高

森
で
の
勤

務
は
全
く

初
め

て
。
熊
本
市
か
ら
は
地
理
的
に
遠
い

所
と
思

っ
て
い
た
ら
、
以
外
と
近
い

立
″
を
め
ざ
し
た
い
。
ま
た
管
内
住

民
と
は
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ
せ
て
話
し

合
い
、
地
域
の
要
望
を
先
取
り
し
て

警
察
行
政
に
反
映
さ
せ
、
阿
蘇
南
部

の
平
和
郷
づ
く
り
に
寄
与
し
た
い
」

と
抱
負
を
語

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
年
、
菊
池
都
測
水
町
生
ま

れ
。
二
十

一
年
に
熊
工
・
機
械
科
を

卒
業
後
、
二
十
四

年
に
県
警
入
り
。

刑
事
、
警
備
関
係

を
主
に
務
め
て
、

四
十
八
年
か
ら
大

津
署

次
長

を

三

年
、
本
部
秘
書
課

次
席

一
年
、
警
察

学
校
副
校
長
二
年
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。
趣
味
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
。
下
町
の

官
合
に
■
子
夫
人
（五
・）と
二
人
暮
ら

し
で
す
。
五
十
二
歳
。
催
・［視
。

と
す
る
た
め
に
、
被
保
険
者
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

奥
阿
蘇
の
観
光

た
ば
こ
を
発
売

専
売
公
社
阿
蘇
営
業

所

日
本
専
売
公
社
阿
蘇
営
業
所
で
は
、

五
月

一
日
か
ら

「
嚇
阿
蘇
か
ら
見
た
根

子
岳
」
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
印
刷
し
た
観
光

み
や
げ
た

ば
こ

。
マ
イ
ル
ド

セ
ブ
ン

（写
真
）
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

印
刷
さ
れ
て
い
る

「
奥
阿
蘇
か
ら
見

た
根
子
岳
」
は
、
町
内
在
住
の
長
山
吉

，
」́へ
の
カ
ラ
ー
写
市
（で
、
広
い
十米
の
花

畑
の
■
景
に
根
Ｆ
岳
を
写
し
込
ん
だ
も

の
。
　
″
豊
か
な
自
然
″
が
売
り
物
の
町

観
光
だ
け
に
、
愛
煙
家
向
け
の
Ｐ
Ｒ
と

し
て
う

っ
て
つ
け
の
商
品
と
い
え
そ
う

で
す
。
こ
の
観
光
た
ば
こ
は
、
町
内
は

も
ち
ろ
ん
、
全
国
主
要
都
市
の
た
ば
こ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も
発
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
機
会
に
町
は
美
し
い
三

コ
入
り
化
粧
箱
を
作
製
、
町
内
外
の
た

ば
こ
販
売
店

へ
配
布
し
ま
し
た
。
も
し

町
外
の
親
せ
き
、
友
人
に
、
た
ば
こ
を

み
や
げ
と
し
て
買
わ
れ
る
際
は
、
こ
の

化
粧
箱
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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三
月
二
十
七
日
付
で

前
東
大
森
署
長
の
後
任
と
し
て
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

高
森
警

察
署
は

約
四
十
人

の
署

員
。
ま
と
ま
り
や
す
い
数
な
の
で
、

和
を

大
切
に

″明
る

い
署
風

の
確

国
保
世
帯
の
意
向

調
査
に
ご
協
力
を

保
険
給
付
の
適
正
化
と
保
険
税
の
公

平
な
賦
課

・
徴
収
な
ど
、
国
保
行
政
の

円
滑
な
運
営
を
目
的
に
、
国
民
健
康
保

険
係
で
は
、
五
月
中
旬
に
国
民
健
康
保

険
の
資
格

を
持

っ
た
全

世
帯
を

対
象

に
、

「
国
保
世
帯
意
向
調
査
」
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
年
々
上
昇
を
続
け
る
医
療

費
が
、
国
民
健
康
保
険
財
政
を
圧
迫
ｃ

さ
ら
に
は
被
保
険
者
の
税
負
担
に
も
影

た長

の
に
驚
い
て
い
ま

す
。
地
域
の

人
柄
も
親
し

み
や
す
く
、

実
に
住
み
や

す
い
と
こ
ろ

と
い
う
の
が
実
感

響
を
及
ば
し
て
い
る
た
め
、
町
の
国
保

に
対
す
る
理
解
、
要
望
、
意
見
な
ど
を

簡
中
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

ま

と

め

て
、
ム
ダ
な
医
療
費
を
減
ら
す
た
め
に

役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

調
査
内

容
は
、　
保
険
給
付

を
は
じ

め
、
保
険
税
、
家
庭
常
――ｌｉ
業
、
と
人
医

療
な
ど
Ｌ
項
目
の
柱
か
ら
な
り
、
す
べ

て
の
‐―――
い
に
対
し
て
は
、
該
当
す
る
記

号
を
○

で
囲
む
よ

う
に
な

っ
て
い
ま

す
。医

療
費
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
低
負

担
に
よ
る
公
平
な
保
険
給
付

へ
の
糸
日

●

゛


